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一　

八
世
紀
初
頭
の
「
孝
」
政
策

　
『
続
日
本
紀
』
の
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
十
月
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が

見
え
る１
。

戊
申
（
十
四
日
）、
頒w

下
律
令
于
天
下
諸
国z

乙
卯
（
二
十
一
日
）、
詔
、
上
自w

曾
祖a

下
至w
玄
孫a
奕
世
孝
順
者
、

挙p

戸
給p

復
、
表w

旌
門
閭a

以
為w

義
家q

焉
。

　

戊
申
記
事
は
、
大
宝
律
令
の
全
国
頒
布
を
伝
え
た
も
の
。
同
律
令
は
、
す

で
に
前
年
完
成
し
、
在
京
中
の
諸
国
国
司
に
は
早
々
に
頒
布
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
の
記
事
は
、
改
め
て
す
べ
て
の
諸
国
に
対
し
て
律
令
の
写
本
を
頒
布

す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
を
記
録
す
る
も
の
と
さ
れ
る２
。
日
本
は
七
世
紀
を
通

し
て
隋
唐
の
制
度
を
手
本
と
す
る
〈
近
代
化
〉
を
推
し
進
め
て
き
た
が
、
大

宝
律
令
の
完
成
と
施
行
は
、
そ
の
一
応
の
到
達
点
と
し
て
の
象
徴
的
意
味
合

い
が
強
い
。
以
後
、
基
本
的
に
は
こ
こ
で
定
め
ら
れ
た
制
度
に
則
っ
て
、
日

本
の
社
会
は
運
営
さ
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
大
宝
律
令
が
、
全
国
の

隅
々
に
お
い
て
参
照
さ
れ
得
る
環
境
が
整
っ
た
こ
と
が
、
右
の
戊
申
記
事
に

は
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
か
ら
七
日
後
に
、
次
の
乙
卯

記
事
が
記
さ
れ
る
。『
続
日
本
紀
』
に
よ
る
か
ぎ
り
、
律
令
の
全
国
頒
布
が

遂
げ
ら
れ
た
直
後
、
最
初
に
発
せ
ら
れ
た
詔
が
、
こ
の
乙
卯
記
事
に
示
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
乙
卯
記
事
は
、
代
々
「
孝
順
」
な
る
者
を

輩
出
し
続
け
て
い
る
一
族
を
、
賦
役
を
免
除
し
「
義
家
」
と
し
て
顕
彰
す
る

こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
詔
は
、
賦
役
令
中
の
次
の
一
条
と
関
わ
り
が

深
い３
。凡

孝
子
・
順
孫
・
義
夫
・
節
婦
、
志
行
聞w

於
国
郡q

者
、
申w

太
政
官q

奏
聞
、
表w

其
門
閭z

同
藉
悉
免p

課
。 

（
賦
役
令
17
）

　

引
用
は
養
老
令
の
本
文
で
あ
る
。
大
宝
令
の
本
文
が
失
わ
れ
た
こ
ん
に
ち

で
は
、
大
宝
令
を
改
訂
し
て
成
っ
た
養
老
令
か
ら
そ
の
内
容
を
う
か
が
う
し

か
な
い
。
こ
の
一
条
に
お
い
て
、
大
宝
・
養
老
の
両
令
に
大
き
な
違
い
は
な

か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ
の
一
条
は
、「
孝
子
・
順
孫
・
義
夫
・

節
婦
」
の
顕
彰
と
優
遇
を
規
定
し
た
条
文
で
あ
る
。
乙
卯
記
事
に
見
え
る

「
孝
順
」
と
は
、
右
の
賦
役
令
の
一
条
に
あ
る
「
孝
子
・
順
孫
」
に
等
し
い
。

「
孝
子
」
は
父
母
に
対
し
て
よ
く
仕
え
る
者
。
そ
し
て
「
順
孫
」
と
は
、『
令

　

『
日
本
書
紀
』
の
「
孝
」

│
│ 「
孝
」
を
め
ぐ
る
歴
史
叙
述 

│
│

高　

松　

寿　

夫
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集
解
』
が
引
く
「
古
記
」
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、「
孝
孫
」
と
言
う
に
等
し
い
。

父
母
に
仕
え
る
の
が
「
孝
子
」
で
あ
り
、
祖
父
母
に
尽
く
す
の
が
「
順
孫
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
賦
役
令
の
条
文
が
個
人
の
美
徳
に
対
し
て
顕
彰
・
優

遇
す
る
規
定
で
あ
る
の
に
対
し
、
一
族
こ
ぞ
っ
て
そ
の
美
徳
を
備
え
る
場
合

へ
の
顕
彰
と
優
遇
を
指
示
し
た
の
が
、
乙
卯
記
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
戊

申
記
事
の
直
後
に
乙
卯
記
事
が
連
な
る
一
連
の
流
れ
か
ら
は
、
本
格
始
動
し

た
大
宝
律
令
体
制
下
に
あ
っ
て
、
最
優
先
政
策
と
し
て
「
孝
」
な
る
こ
と
の

顕
彰
と
優
遇
が
存
し
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
つ
ま
り
は
、
そ
の
よ
う
な
施

策
を
と
お
し
て
、「
孝
」
理
念
の
民
間
へ
の
定
着
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。
実
は
、
固
有
名
詞
の
例
を
除
い
て
、『
続
日

本
紀
』
に
見
え
る
最
初
の
「
孝
」
の
用
例
が
、
こ
の
大
宝
二
年
十
月
乙
卯
記

事
な
の
で
あ
る４
。
こ
れ
は
、
日
本
に
お
い
て
、「
孝
」
の
理
念
は
律
令
制
と

と
も
に
定
着
し
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
孝
」
と
い
う
概
念
は
、
中
国
よ
り
日
本
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
初
め
て
そ
の
概
念
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
が
い
つ
か
を
、

正
確
に
推
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
儒
教
倫
理
に
お
い
て
も
っ
と
も
基
本
的

な
概
念
の
一
つ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
「
孝
」
で
あ
る
か
ら
、
日
本
に
漢
籍

が
将
来
さ
れ
れ
ば
、
同
時
に
「
孝
」
の
概
念
に
触
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
知
識
と
し
て
知
っ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
を
生
き
た
理

念
と
し
て
尊
重
し
、
実
践
し
よ
う
（
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
と
す
る
こ
と
と

は
、
ま
た
別
の
水
準
の
事
柄
で
あ
る
。
漢
籍
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
ご
く
一

部
の
人
間
に
し
か
必
要
で
な
か
っ
た
時
代
、
ま
た
漢
籍
に
盛
り
込
ま
れ
た
知

識
が
、
社
会
を
営
む
う
え
で
さ
し
て
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
│
│
文

字
の
利
用
が
外
交
な
ど
の
限
ら
れ
た
場
面
で
し
か
必
要
が
な
か
っ
た
時
代
、

「
孝
」
が
な
に
か
有
効
な
社
会
的
理
念
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
は
、
ま
だ
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
日
本
で
「
孝
」
の
理
念
が
、
社
会
に

お
け
る
有
効
な
理
念
と
し
て
積
極
的
に
導
入
さ
れ
た
の
が
、
律
令
制
の
本
格

的
な
導
入
に
連
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
見
通
し
を
立
て

る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
見
当
外
れ
な
こ
と
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

紹
介
し
た
大
宝
二
年
十
月
の
記
事
以
後
、
孝
子
・
順
孫
の
顕
彰
と
優
遇
は
、

賦
役
令
で
並
び
称
さ
れ
る
義
夫
・
節
婦
と
と
も
に
、
折
に
触
れ
て
強
調
さ
れ

た
様
子
が
『
続
日
本
紀
』
に
確
認
で
き
る
。
以
後
二
十
年
ほ
ど
の
間
に
見
え

る
「
孝
」
関
連
の
記
事
を
列
挙
し
て
み
る
。

Ⅰ　
（
和
銅
元
年
〈
七
〇
八
〉
正
月
）
乙
巳
（
十
一
日
）
武
蔵
国
秩
父
郡
献w

和
銅z

詔
曰
、「
…
孝0

子
・
順
孫
・
義
夫
・
節
婦
、
表w

其
門
閭a

優

復
三
年
。
…
」

Ⅱ　
（
同
五
年
五
月
）
甲
申
（
十
六
日
）
…
太
政
官
奏
称
、「
…
孝0

悌
聞p

閭
、

材
識
堪p

幹
…
」。

Ⅲ　
（
同
七
年
六
月
）
癸
未
（
二
十
八
日
）
大w

赦
天
下z

…
孝0

子
・
順
孫
・

義
夫
・
節
婦
、
表w

其
門
閭a

終p

身
勿p

事
。
…

Ⅳ　
（
同
年
十
一
月
）
戊
子
（
四
日
）、
大
倭
国
添
下
郡
人
大
倭
忌
寸
果
安
・

添
上
郡
人
奈
良
許
知
麻
呂
・
有
智
郡
女
日
比
信
紗
、
並
終p

身
勿p

事
。

旌w

孝0

義q

也
。
果
安
孝0w

養
父
母a

友w

于
兄
弟z

若
有w

人
病
飢a

自
齎w

私
粮a

巡
加w

看
養z

登
美
・
箭
田
二
郷
百
姓
、
咸
感w

恩
義a

敬
愛
如p

親
。
麻
呂
、
立
性
孝0

順
、
与p

人
無p

怨
。
嘗
被w

後
母
讒a

不p
得p

入w

父
家a

絶
無w

怨
色z

孝0

養
弥
篤
。
信
紗
、
氏
直
果
安
妻

也
。
事w
舅
姑q

以p

孝0

聞
。
夫
亡
之
後
、
積
年
守p

志
、
自
提w

孩
穉

并
妾
子
惣
八
人a

撫
養
無p

別
。
事w

舅
姑a

自
竭w

婦
礼z

為w

郷
里
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之
所o

歎
也
。

Ⅴ　
（
霊
亀
元
年
〈
七
一
五
〉
三
月
）
丙
午
（
二
十
五
日
）
相
摸
国
足
上
郡
人
、

丈
部
造
智
積
・
君
子
・
尺
麻
呂
、
並
表w

閭
里a

終p

身
勿p

事
。
旌w

孝0

行q
也
。

Ⅵ　
（
同
年
九
月
）
庚
辰
（
二
日
）
受p

禅
。
即w

位
于
大
極
殿a

詔
曰
、「
…

孝0

子
・
順
孫
・
義
夫
・
節
婦
、
表w

其
門
閭a

終p

身
勿p

事
。
…
」

Ⅶ　
（
養
老
元
年
〈
七
一
七
〉
十
一
月
）
癸
丑
（
十
七
日
）
天
皇
臨p

軒
、
詔
曰
、

「
…
孝0

子
・
順
孫
・
義
夫
・
節
婦
、
表w

其
門
閭a

終p

身
勿p

事
。
…
」

Ⅷ　
（
同
四
年
六
月
）
己
酉
（
二
十
八
日
）
漆
部
司
令
史
従
八
位
上
丈
部
路

忌
寸
石
勝
・
直
丁
秦
犬
麻
呂
、
坐p
盗w

司
漆a

並
断w

流
罪z

於p

是

石
勝
男
祖
父
麻
呂
年
十
二
・
安
頭
麻
呂
年
九
・
乙
麻
呂
年
七
、
同
言

曰
、「
父
石
勝
、
為p

養w

己
等a

盗w
用
司
漆z

縁w

其
所o

犯
、
配w

役
遠
方z

祖
父
麻
呂
等
、
為p

慰w

父
情a
冒p
死
上
陳
。
請
、
兄
弟

三
人
、
没
為w

官
奴a

贖w

父
重
罪q

」。
詔
曰
、「
人
禀
五
常
、
仁
義

斯
重
、
士
有w

百
行a

孝
敬
為p

先
。
今
祖
父
麻
呂
等
、
没p
身
為p

奴
、

贖w

父
犯
罪a

欲
存w

骨
肉a

理
在w

矜
愍z

宜i

依p
所p
請
為w

官

奴a

即
免u

父
石
勝
罪n

但
犬
麻
呂
依w

刑
部
断a

発w

遣
配
処q
」。

　

国
産
銅
の
献
上
（
Ⅰ
）
や
新
帝
（
元
正
天
皇
）
の
即
位
（
Ⅵ
）、
改
元
（
Ⅶ
）

な
ど
、
国
政
の
節
目
節
目
に
、
孝
子
・
順
孫
ら
の
顕
彰
と
優
遇
が
施
さ
れ
た

こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大
赦
や
高
齢
者
へ
の
優
遇
、
不
遇
者
へ

の
施
し
な
ど
と
抱
き
合
わ
せ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
（
右
の
列
挙
で
は
多
く
の
場

合
、
引
用
を
省
略
し
て
あ
る
）
こ
と
も
多
い
の
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
律
令
制

下
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
重
要
理
念
の
一
つ
と
し
て
「
孝
」
も
あ
る
と
い
う

位
置
づ
け
に
な
る
が
、
中
に
は
「
孝
」
な
る
こ
と
に
特
化
し
た
記
事
も
少
な

く
は
な
く
（
Ⅳ
・
Ⅴ
・
Ⅷ
）、「
孝
」
理
念
の
定
着
が
殊
更
に
重
視
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

　

右
に
挙
げ
た
記
事
の
中
で
、
Ⅳ
と
Ⅷ
の
記
事
は
、
ど
の
よ
う
な
実
績
が

「
孝
」
な
る
行
為
と
し
て
評
価
の
対
象
と
な
っ
た
の
か
を
、
具
体
的
に
う
か

が
わ
せ
る
史
料
と
い
え
る
。
実
際
、「
孝
」
理
念
の
定
着
の
た
め
に
は
、「
孝
」

と
は
何
か
と
い
う
抽
象
的
な
概
念
の
説
明
で
は
な
く
、
具
体
的
事
例
の
例
示

こ
そ
が
必
要
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
令
の
条
文
に
対
す
る
注
釈
に
も

如
実
に
う
か
が
え
る
。
先
掲
の
賦
役
令
第
17
条
の
「
孝
子
順
孫
」
に
施
さ
れ

た
、『
令
集
解
』
所
引
の
「
古
記
」
の
注
釈
言
説
ひ
と
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、

わ
ず
か
四
字
に
対
し
て
、
非
常
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
言
説
が
費
や
さ
れ
て
お

り５
、
か
つ
そ
の
内
容
は
、
孝
子
説
話
を
中
心
と
す
る
具
体
的
事
例
の
列
挙
が

多
く
を
占
め
て
い
る
。
中
国
で
も
早
く
か
ら
各
種
孝
子
伝
が
編
纂
さ
れ
、
右

の
「
古
記
」
に
も
引
用
さ
れ
る
の
で
日
本
に
も
伝
来
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
必
要
と
さ
れ
た
主
要
な
理
由
も
、
そ
れ
を
と
お
し
て
「
孝
」
な

る
態
度
・
振
る
舞
い
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
学
習
す
る
た
め
で
あ
っ
た

こ
と
だ
ろ
う６
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、「
孝
」
は
律
令
社
会
の
日
本
人
に
と
っ

て
、
単
な
る
外
来
の
抽
象
的
理
念
と
し
て
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
具
体
的
に

身
に
つ
け
実
践
す
べ
き
倫
理
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二　
『
日
本
書
紀
』
の
「
孝
」

　

前
節
で
は
、
大
宝
律
令
の
始
動
か
ら
二
十
年
間
ほ
ど
の
「
孝
」
を
め
ぐ
る

記
事
を
『
続
日
本
紀
』
か
ら
眺
め
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
引
い
た
記

事
（
Ⅷ
）
の
年
＝
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
は
、『
日
本
書
紀
』
の
撰
上
さ
れ
た
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年
で
も
あ
っ
た
。
日
本
で
「
孝
」
理
念
の
定
着
が
試
み
ら
れ
て
い
た
ま
さ
に

そ
の
時
期
に
、『
日
本
書
紀
』
は
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
『
日
本
書
紀
』
に
は
、「
孝
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
言
説
が

確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
孝
」
字
の
全
用
例

を
次
に
掲
出
し
て
み
る
。

Ａ　
（
神
武
紀
四
年
二
月
二
十
三
日
）
詔
曰
、「
我
皇
祖
之
霊
也
、
自p

天
降

p

鑑
、
光w

助
朕
躬z
今
諸
虜
已
平
、
海
内
無p

事
。
可i

以
郊w

祀
天

神a

用
申u

大
孝0y
者
也
」。

Ｂ　
（
綏
靖
即
位
前
紀
）
時
神
渟
名
川
耳
尊
、
孝0

性
純
深
、
悲
恭
無p

已
。

Ｃ　
（
景
行
紀
十
二
年
十
二
月
五
日
）
天
皇
、
則
悪w

其
不
孝0

之
甚q

而
、
誅w

市
乾
鹿
文z

Ｄ　
（
仁
徳
即
位
前
紀
）
大
王
者
、
風
姿
岐
嶷
。
仁
孝0

達
聆
、
以
歯
且
長
。

Ｅ　
（
允
恭
即
位
前
紀
）
然
雄
朝
津
間
稚
子
宿
禰
皇
子
、
長
之
仁
孝0

。

Ｆ　
（
允
恭
即
位
前
紀
）
汝
雖w

患
病a

縦
破p

身
。
不
孝0

、
孰
甚w

於
茲q

矣
。
其
長
生
之
、
遂
不p

得w

継
業z

Ｇ　
（
雄
略
紀
二
十
三
年
八
月
七
日
）
皇
太
子
、
地
、
居w

儲
君
上
嗣a

仁

孝0

著
聞
。
以w

其
行
業a

堪p

成w

朕
志z

Ｈ　
（
顕
宗
紀
二
年
八
月
朔
）
況
吾
立
為w

天
子a

二w

年
干
今q

矣
。
願
壌w

其
陵a

摧p

骨
投
散
。
今
以w

此
報a

不w

亦
孝0q

乎
。

Ｉ　
（
継
体
紀
元
年
正
月
四
日
）
男
大
迹
王
、
性
慈
仁
孝0

順
。
可p

承w

天

緒z

Ｊ　
（
欽
明
紀
十
五
年
十
二
月
）
餘
昌
長
苦w

行
陣a

久
廃w

眠
食z

父
慈

多p

闕
、
子
孝0

希p

成
。

Ｋ　
（
孝
徳
紀
大
化
五
年
三
月
二
十
五
日
）
夫
為p

人
臣
者
、
安
構p

逆w

於

君a

何
失p

孝0w

於
父z

Ｌ　
（
天
武
紀
四
年
二
月
是
月
）
其
送
使
奈
末
金
風
那
・
奈
末
金
孝0

福
、
送w

王
子
忠
元
於
筑
紫z

　

都
合
十
二
例
を
数
え
る
。『
続
日
本
紀
』
全
体
で
は
「
孝
」
字
の
使
用
例

が
の
べ
八
十
を
超
え
る
の
に
比
し
て
、『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
孝
」
字

の
使
用
頻
度
が
い
か
に
低
い
か
が
う
か
が
え
よ
う
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、

『
日
本
書
紀
』
に
記
述
さ
れ
る
時
代
が
、
日
本
で
の
「
孝
」
理
念
受
容
の
前

段
階
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
は
、
そ
れ
が
示
す
歴
史
的
時
間

そ
の
と
お
り
の
記
録
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
少
数
で
、
む
し
ろ
『
日
本
書
紀
』

編
纂
の
段
階
の
認
識
を
多
分
に
反
映
し
た
記
述
と
考
え
る
べ
き
場
合
が
多

い
。
つ
ま
り
、
右
掲
Ａ
で
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
神
武
天
皇
四
年
に
発
せ
ら

れ
た
詔
と
の
記
述
で
あ
る
が
、
そ
の
実
、
そ
れ
が
実
際
に
作
文
さ
れ
た
の
は
、

『
日
本
書
紀
』
成
立
時
な
い
し
は
、
そ
れ
に
ほ
ど
近
い
時
期
を
想
定
す
る
の

が
適
当
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
お
お
よ
そ
、
前
節
で
掲
げ
た
『
続
日

本
紀
』
の
諸
記
事
の
時
代
に
重
な
る
期
間
で
も
あ
る
。
現
実
の
政
策
課
題
と

し
て
そ
の
価
値
観
の
定
着
が
推
進
さ
れ
て
い
た
時
代
の
文
筆
と
し
て
、『
日

本
書
紀
』
で
は
ど
の
よ
う
に
「
孝
」
理
念
を
処
理
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
（
ま

た
は
し
な
か
っ
た
か
）
を
分
析
す
る
意
義
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
『
日
本
書
紀
』
の
「
孝
」
字
の
用
例
を
通
覧
し
て
興
味
深
い
の
は
、
そ
の

多
く
が
天
皇
の
資
質
・
信
条
に
つ
い
て
の
言
説
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

傾
向
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
大
館
真
晴
「『
日
本
書
紀
』
に
み
る
綏
靖
天
皇

像
│
「
孝
」
と
い
う
視
点
か
ら
│７
」
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
館
氏

は
『
日
本
書
紀
』
の
「
孝
」
の
用
例
か
ら
、
そ
の
性
格
と
し
て
三
点
を
指
摘
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す
る
。

１　
「
孝
」
は
日
本
書
紀
に
お
い
て
、
皇
位
継
承
の
理
由
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
。

２　
「
孝
」
は
日
本
書
紀
の
天
皇
像
を
語
る
さ
い
に
も
、
用
い
ら
れ
る
。

３　
「
孝
」
の
用
字
例
は
古
事
記
に
は
な
く
、「
孝
」
と
結
び
つ
い
て
語
ら

れ
る
日
本
書
紀
の
天
皇
像
は
古
事
記
と
比
較
し
て
特
徴
的
で
あ
る
。

　

本
稿
も
、
右
の
三
点
の
指
摘
に
異
存
は
な
い
。
も
っ
と
も
、「
３
」
の
指

摘
は
『
古
事
記
』
と
の
比
較
に
お
い
て
問
題
に
な
る
事
柄
で
あ
り
、「
１
」

「
２
」
の
性
格
の
独
自
性
を
補
強
す
る
指
摘
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま

り
『
日
本
書
紀
』
の
「
孝
」
の
傾
向
は
「
１
」「
２
」
の
指
摘
に
尽
き
る
。

そ
の
二
点
も
要
す
る
に
、『
日
本
書
紀
』
の
「
孝
」
は
、天
皇
た
る
者
の
資
質
・

信
条
に
関
す
る
言
説
に
限
定
し
て
出
現
す
る
、
と
総
括
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

三　

天
皇
の
資
質
・
信
条
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
の
「
孝
」

　

大
館
氏
前
掲
論
文
で
は
、
前
節
に
紹
介
し
た
よ
う
な
「
孝
」
の
用
例
の
傾

向
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
例
も
、『
日
本
書
紀
』
に
は
存
在
す
る
こ
と
を
指

摘
す
る
（
本
稿
前
節
の
Ｊ
〜
Ｌ
）。
し
か
し
、
先
に
掲
げ
た
『
日
本
書
紀
』
の

「
孝
」
の
用
例
中
、
は
じ
め
の
九
例
（
Ａ
〜
Ｉ
）
は
こ
と
ご
と
く
天
皇
た
る
べ

き
人
物
の
資
質
・
信
条
に
つ
い
て
の
言
説
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
点
を
、
本
稿
な
り
に
ひ
と
と
お
り
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

Ａ
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
神
武
天
皇
の
詔
の
一
節
で
あ
る
が
、
海

内
平
定
の
大
業
を
遂
げ
た
こ
と
を
受
け
て
、
皇
祖
天
神
の
郊
祀
を
宣
言
す
る

内
容
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
大
孝
」
の
表
明
に
な
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
天

皇
の
覇
権
掌
握
と
「
大
孝
」
と
し
て
の
郊
祀
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

Ｂ
は
、
神
武
の
崩
後
、
そ
の
子
神
渟
川
耳
尊
（
後
の
綏
靖
天
皇
）
が
亡
父
を

思
慕
し
服
喪
に
餘
念
が
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
も
の
。
庶
兄
の
手
研
耳
命

の
仁
義
に
も
と
る
振
る
舞
い
と
対
照
的
に
描
か
れ
、
神
渟
川
耳
こ
そ
王
権
の

後
継
者
に
相
応
し
い
こ
と
を
主
張
す
る
文
脈
で
あ
る
。
大
館
氏
先
掲
論
文
に

詳
し
い
分
析
が
あ
る
。

　

Ｃ
は
、
景
行
天
皇
の
熊
襲
討
伐
の
記
述
中
に
見
え
る
。
熊
襲
梟
帥
の
二
人

の
娘
、
市
乾
鹿
文
・
市
鹿
文
を
妃
に
向
え
た
景
行
は
、
偽
っ
て
寵
愛
を
加
え

た
と
こ
ろ
、
市
乾
鹿
文
が
み
ず
か
ら
父
暗
殺
を
申
し
出
て
実
行
す
る
。
そ
の

行
為
に
対
す
る
景
行
の
反
応
と
し
て
Ｃ
の
記
述
は
あ
り
、
父
殺
し
の
振
る
舞

い
を
不
孝
甚
だ
し
き
こ
と
と
し
て
、
市
乾
鹿
文
を
誅
し
た
と
い
う
も
の
。
利

用
す
る
だ
け
利
用
し
て
、
熊
襲
梟
帥
が
暗
殺
さ
れ
る
や
市
乾
鹿
文
を
排
除
す

る
と
い
う
の
は
、
な
ん
と
も
非
情
な
措
置
に
思
わ
れ
る
が
、
つ
ま
り
は
天
皇

の
倫
理
観
と
し
て
、
親
殺
し
の
不
孝
は
絶
対
に
容
れ
ら
れ
な
い
所
業
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
寵
愛
さ
れ
れ
ば
親
を
も
弑
す
る
熊
襲
の
倫
理
と
、

一
見
非
情
な
ま
で
に
「
孝
」
を
重
視
す
る
天
皇
の
倫
理
と
の
対
照
を
強
調
す

る
文
脈
と
し
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

Ｄ
は
、
応
神
天
皇
の
皇
太
子
で
あ
っ
た
菟
道
稚
郎
子
が
、
応
神
崩
後
に
兄

で
あ
る
大
鷦
鷯
尊
（
後
の
仁
徳
天
皇
）
に
対
し
、
自
分
に
代
っ
て
皇
位
に
就
く

こ
と
を
勧
め
る
発
言
の
中
に
現
れ
る
。
大
王
た
る
べ
き
者
の
条
件
と
し
て
、

仁
と
並
列
し
て
孝
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｅ
は
、
仁
徳
崩
後
に
二
人
の
皇
子
の
ど
ち
ら
が
後
継
者
と
し
て
相
応
し
い

か
を
群
卿
が
協
議
し
、
雄
朝
津
間
稚
子
宿
祢
尊
（
後
の
允
恭
天
皇
）
が
相
応
し

い
と
し
た
発
言
で
あ
る
。
判
断
根
拠
は
、
允
恭
が
年
長
で
あ
る
こ
と
と
「
仁
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孝
」
で
あ
る
こ
と
の
二
点
の
み
で
あ
り
、
孝
で
あ
る
こ
と
の
意
義
は
重
い
。

さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
群
卿
の
判
断
に
対
す
る
允
恭
の
発
言
中
に
Ｆ
が
み
え

る
。
そ
れ
は
允
恭
の
亡
父
仁
徳
の
生
前
の
言
と
し
て
語
ら
れ
る
も
の
で
、
病

弱
な
允
恭
に
対
し
、
そ
れ
で
は
皇
位
を
全
う
で
き
ず
「
不
孝
」
だ
と
非
難
し

た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

Ｇ
は
、
雄
略
天
皇
の
遺
詔
の
一
節
。
皇
太
子
（
後
の
清
寧
天
皇
）
が
後
継
者

と
し
て
不
足
が
な
い
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。

　

Ｈ
は
、
顕
宗
天
皇
の
発
言
の
一
節
で
、
父
を
弑
し
た
雄
略
天
皇
の
墓
を
発

き
遺
骨
を
粉
砕
す
る
こ
と
で
亡
父
の
讎
に
報
い
よ
う
と
主
張
し
て
い
る
。
引

用
の
直
前
に
は
、『
礼
記
』「
曲
礼
上
」
や
同
「
檀
弓
上
」
の
文
言
を
利
用
し

て
お
り
、
儒
教
倫
理
に
沿
っ
た
主
張
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
部
分
も
含
め
て
、

改
め
て
顕
宗
の
発
言
の
全
文
を
左
に
引
用
し
て
み
る
。

吾
父
先
王
無p

罪
。
而
大
泊
瀬
天
皇
射
殺
、
棄w
骨
郊
野a

至p

今
未p

獲
。

憤
歎
盈p

懐
。
臥
泣
、
行
号
、
志
雪w

讎
恥z

吾
聞
、
父
之
讎
不

0

0

0

0w

与
共
戴

0

0

0o

天0

。
兄
弟
之
讎
不

0

0

0

0

0p

反0p

兵0

。
交
遊
之
讎
不

0

0

0

0

0p

同0p

国0

。
夫
匹
夫
之
子
、
居0w

父
母
之
讎

0

0

0

0a

寝0p

苫
枕
0

0p

干
不
0

0p

仕0

。
不0p

与0w

共
国
0

0z

遇w
諸
市
朝a

不
p

反p

兵
而
便
闘
。
況
吾
立
為w

天
子a

二w

年
干
今q

矣
。
願
壌w
其
陵a

摧p

骨
投
散
。
今
以w

此
報a

不w

亦
孝q

乎
。

　

傍
点
を
付
し
た
箇
所
が
『
礼
記
』
の
引
用
部
分
で
あ
る
（
実
際
は
『
藝
文
類

聚
』
巻
三
三
「
人
部
十
七
・
報
讎
」
に
拠
る
か８
）。「
吾
聞
」
と
断
っ
た
う
え
で
の

発
言
な
の
で
、
典
拠
あ
る
文
言
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
単
な
る

文
飾
と
し
て
漢
籍
の
表
現
を
利
用
し
て
い
る
の
と
は
、
次
元
が
異
な
る
儒
教

経
典
の
利
用
と
な
ろ
う
。

　

よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
で
「
経
典
」
の
語
が
初
め
て
見

え
る
の
は
、
応
神
天
皇
十
五
年
八
月
六
日
の
記
事
で
、
百
済
王
よ
り
派
遣
さ

れ
た
阿
直
伎
が
、
経
典
の
知
識
を
有
し
て
い
た
た
め
に
皇
太
子
菟
道
稚
郎
子

の
師
と
な
り
、
さ
ら
に
よ
り
優
れ
た
博
士
を
求
め
て
、
百
済
か
ら
王
仁
を
招

聘
す
る
は
こ
び
と
な
っ
た
。『
日
本
書
紀
』
は
、
こ
の
一
連
の
出
来
事
を
以

て
、
日
本
へ
の
典
籍
伝
来
の
始
ま
り
と
位
置
付
け
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
、
顕
宗
天
皇
の
代
に
典
籍
を
通
じ
た
儒
教
倫
理
の
受
容
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
、『
日
本
書
紀
』
の
記
述
と
し
て
不
都
合
は
な
い
。
そ
れ
を
確
認

し
た
う
え
で
、
な
お
Ｈ
の
顕
宗
の
発
言
で
注
目
し
た
い
の
は
、
天
皇
と
な
っ

た
か
ら
に
は
（
況
吾
立
為w

天
子a

二w

年
干
今q

矣
）、
こ
の
よ
う
な
振
る
舞
い

が
「
孝
」
で
な
い
は
ず
が
な
い
（
今
以w

此
報a

不w

亦
孝q

乎
）
と
の
主
張
と
理

解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
儒
教
典
籍
の
引
用
に
よ
っ
て
儒
教
の
受
容
を
う
か

が
わ
せ
つ
つ
、
王
権
を
担
う
者
の
資
質
に
か
か
わ
る
理
念
と
し
て
の
「
孝
」

と
い
う
点
で
は
、
Ａ
の
例
以
来
の
あ
り
様
と
連
続
し
て
も
い
る
と
い
っ
た
様

相
が
、
そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
。

　

Ｉ
は
、
皇
統
の
直
系
が
絶
え
た
こ
と
を
受
け
、
次
代
の
天
皇
と
し
て
誰
が

相
応
し
い
か
を
群
臣
が
討
議
す
る
中
に
お
け
る
、
大
伴
金
村
に
よ
る
発
言
の

一
節
。
大
迹
王
（
後
の
継
体
天
皇
）
が
も
っ
と
も
相
応
し
い
こ
と
を
主
張
す
る

根
拠
と
し
て
、（
慈
仁
で
あ
る
と
と
も
に
）
孝
順
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

Ｄ
な
ど
と
同
様
の
例
で
あ
る
。

四　
「
孝
」
以
前
の
「
孝
」

　

こ
こ
ま
で
諸
例
を
確
認
し
て
来
て
、
改
め
て
Ａ
に
戻
っ
て
押
さ
え
て
お
き

た
い
の
は
、
そ
れ
が
神
武
の
発
言
（
詔
）
と
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

Ｂ
な
ど
の
よ
う
に
、
地
の
説
明
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
神
武
が
そ
の
よ
う
に
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発
言
し
た
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
つ
ま
り
「
孝
」
の
理
念
そ
の
も
の
は
、
儒

教
の
受
容
以
前
に
す
で
に
日
本
に
あ
っ
た
も
の
と
し
て
記
述
が
な
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
大
館
真
晴
「
神
武
紀
四
年
二
月
条
に
み

る
皇
祖
天
神
祭
祀
の
記
載
意
図
│
「
大
孝
」・「
郊
祀
」
と
い
う
表
現
を
手
掛

か
り
に
│９
」
は
、
Ａ
の
よ
う
に
郊
祀
を
孝
と
結
び
付
け
て
理
解
す
る
こ
と
が

漢
籍
の
知
識
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
た
し
か
に
そ
れ

は
そ
の
と
お
り
な
の
だ
が
、
し
か
し
Ａ
の
記
事
に
見
え
る
「
郊w

祀
天
神q

」

と
い
う
表
現
は
、
漢
籍
に
全
く
同
一
の
表
現
を
実
は
見
出
せ
な
い
。
漢
籍
の

史
書
に
、
郊
祀
の
記
述
の
類
型
を
求
め
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
多
く
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ａ　

郊w

祀
上
帝z

（
成
帝
本
紀
二
年
正
月
な
ど
）

ｂ　

郊w

祀
高
祖q

以
配p

天
。（
平
帝
四
年
正
月
な
ど
）

　

示
し
た
の
は
、「
郊
祀
志
」
を
有
す
る
『
漢
書
』
の
本
紀
か
ら
の
任
意
の

例
で
あ
る
。
ａ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
郊
祀
に
よ
っ
て
上
帝
（
天
帝
）
を
祭
祀
す

る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
そ
も
そ
も
郊
祀
と
は
天
子
の

王
権
の
正
当
性
を
保
証
す
る
天
帝
（
上
帝
）
へ
の
祭
祀
で
あ
る
こ
と
を
よ
く

表
し
て
い
る
。
対
し
て
ｂ
の
パ
タ
ー
ン
で
は
、
郊
祀
に
よ
っ
て
漢
の
高
祖
（
劉

邦
）
を
祭
祀
す
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
郊
祀
本
来
の
目
的
（
天
の
祭
祀
）
か

ら
す
る
と
対
象
が
一
見
ね
じ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
万
物
本

w

乎
天a

人
本w

乎
祖a

此
所e

以
配w

上
帝q

也
」（『
礼
記
』「
郊
特
牲
」）
と
い

う
理
屈
が
は
た
ら
い
て
い
る
。
ｂ
の
パ
タ
ー
ン
で
「
郊
祀
高
祖
」
に
引
き
続

い
て
「
以
配
天
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
事
情
を
示
す
。
そ
し
て
、
郊
祀
が
「
孝
」

の
理
念
と
結
び
付
く
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
ｂ
の
パ
タ
ー
ン
で
示
さ
れ
る
実
態

に
基
づ
く
。
し
か
し
Ａ
の
場
合
、
郊
祀
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
「
天
神
」
は
、

直
前
の
「
我
皇
祖
之
霊
」
に
等
し
い
も
の
で
、
先
掲
の
『
礼
記
』「
郊
特
牲
」

の
言
説
に
当
て
嵌
め
れ
ば
、「
上
帝
」
＝
「
祖
」
と
い
う
図
式
が
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
Ａ
は
、
天
子
（
天
皇
）
と
天
（
天
神
）
が
直
接

血
統
で
結
び
付
く
と
い
う
、
日
本
独
特
の
王
権
の
あ
り
方
に
基
づ
く
祭
祀
を

表
現
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
理
念
の
も
と
に
あ
り
得
る
も
の
と
し
て

「
大
孝
」
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

Ｃ
も
、
地
の
説
明
で
は
あ
る
が
、
景
行
の
判
断
を
説
明
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、
景
行
じ
し
ん
に
「
孝
」
の
理
念
が
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば

成
り
立
た
な
い
記
述
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
『
日
本
書
紀
』
は
漢
文
に
よ
っ

て
書
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
上
古
の
日
本
で
の
出
来
事
を
漢
文
と
い
う
外
国

文
に
翻
訳
し
た
も
の
だ
と
い
う
大
前
提
が
、
そ
こ
に
は
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

よ
り
正
確
に
い
う
な
ら
ば
、
本
来
は
な
ん
と
呼
ん
だ
か
は
不
明
な
が
らＡ
、
漢

文
に
翻
訳
す
れ
ば
「
孝
」
と
し
か
訳
し
よ
う
が
な
い
理
念
を
、
神
武
以
来
の

歴
代
天
皇
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
「
孝
」
と
し
か
呼
び
様
の
な
い
も
の
は
、
天
皇
た
る
者
の
資
質
に
か
か

わ
る
理
念
・
感
性
と
し
て
継
承
さ
れ
た
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
が
、

Ａ
〜
Ｉ
の
「
孝
」
の
諸
例
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
大
館
氏
論
文Ｂ
が
繰
り
返

し
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
孝
」
な
る
こ
と
を
天
子
た
る
者
の
重
要
な
資
質
の

一
つ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
、
漢
土
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
そ
の
理
念
は
律
令
制
下
の
日
本
に
も
受
容
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方

で
、
儒
教
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
人
倫
一
般
の
徳
目
と
し
て
「
孝
」
は
あ
る
。

そ
の
実
践
を
奨
励
し
、
定
着
を
促
す
た
め
に
、
本
稿
第
一
節
で
指
摘
し
た
よ

う
な
、
八
世
紀
初
頭
の
諸
政
策
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、『
日
本
書
紀
』
の

Ａ
〜
Ｉ
の
範
囲
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
人
倫
一
般
の
徳
目
と
し
て
の
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「
孝
」
と
い
う
理
念
は
現
れ
な
い
こ
と
を
、
特
徴
と
し
て
押
さ
え
る
べ
き
な

の
だ
と
思
う
。五　

「
孝
」
の
史
的
展
開
を
構
想
す
る
『
日
本
書
紀
』

　

Ｈ
に
、
伝
来
の
儒
教
と
の
融
合
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
第
三
節
で
指
摘

し
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
述
べ
た
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
の
内
部
で

は
、
儒
教
経
典
の
伝
来
は
応
神
天
皇
の
時
代
、
菟
道
稚
郎
子
の
教
育
の
た
め

で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
そ
の
菟
道
稚
郎
子
じ
し
ん
の
発

言
と
し
て
み
え
る
Ｄ
に
、
す
で
に
儒
教
の
理
念
と
の
融
合
は
あ
り
得
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
い
え
ば
、
Ｄ
で
は
じ
め
て
「
仁
孝
」
と
熟
し
た
表
現

が
現
れ
、
以
後
、「
仁
孝
」
が
Ｅ
・
Ｇ
・
Ｉ
で
も
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
る
（
Ｉ

は
「
慈
仁
孝
順
」
で
あ
る
が
、「
孝
順
」
の
「
孝
」
と
「
順
」
が
同
類
の
倫
理
で
あ
る

こ
と
は
、
第
一
節
で
確
認
し
た
と
お
り
で
、「
慈
仁
」
も
同
様
に
理
解
で
き
る
。「
慈
仁

孝
順
」
は
「
仁
孝
」
と
ほ
ぼ
同
意
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
）
の
は
、
Ｄ
の
こ
ろ
に

「
孝
」
の
理
念
に
ひ
と
つ
の
画
期
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と

捉
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。
大
館
真
晴
「『
日
本
書
紀
』
に
み
る
仁
徳
天

皇
像
│
「
仁
孝
」
と
い
う
視
点
か
ら
│Ｃ
」
は
、
Ｄ
の
「
仁
孝
」
に
注
目
し
、

そ
の
語
が
漢
籍
で
も
王
権
の
継
承
者
に
相
応
し
い
倫
理
と
す
る
記
述
が
史
書

等
に
見
え
る
こ
と
を
、
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
Ｄ
・

Ｅ
・
Ｇ
・
Ｉ
は
す
べ
て
記
事
中
の
人
物
の
発
話
部
分
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ

の
時
代
の
人
物
じ
し
ん
の
認
識
と
し
て
「
仁
孝
」
の
理
念
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
か
の
よ
う
な
現
れ
方
で
あ
る
。
Ａ
で
、
神
武
の
発
言
中
に
「
大
孝
」
が

現
れ
る
の
と
同
じ
記
述
の
姿
勢
と
い
え
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
に
そ
の
よ
う
な
「
孝
」
の
理
念
が
認
識
さ
れ
て
い
た
史
的
状
況
を
、『
日

本
書
紀
』
が
積
極
的
に
記
述
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
っ
て
よ
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

残
る
三
例
（
Ｊ
〜
Ｌ
）
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

Ｊ
は
、
百
済
の
聖
明
王
が
、
我
が
子
（
餘
昌
）
が
対
新
羅
の
前
線
に
あ
っ

て
父
子
の
交
流
が
果
た
せ
な
い
こ
と
を
憂
え
た
、
心
内
叙
述
で
あ
る
。
百
済

王
の
思
惟
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
王
族
と
し
て
の
資
質
を
論
っ
て
い
る
と
も
捉

え
る
餘
地
は
あ
り
得
る
が
、
む
し
ろ
一
般
的
な
親
子
の
情
愛
と
し
て
の
用
例

と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。「
子
孝
」
に
「
父
慈
」
が
対
比
さ
れ
て

い
る
が
、「
慈
」
は
、『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、
天
皇
の
資
質
に
関
わ
っ
て

言
及
さ
れ
る
場
合
（
例
え
ば
仁
徳
即
位
前
紀
に
、
仁
徳
の
こ
と
を
「
幼
而
聡
明
叡
智
。

貌
容
美
麗
。
及p

壮
、
仁
寛
慈0

恵
」
と
記
述
す
る
こ
と
な
ど
）
も
あ
る
が
、
そ
れ
に

限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
（
た
と
え
ば
履
中
即
位
前
紀
に
「
於w

己
君q

無

p

慈0

之
甚
矣
」
と
あ
る
の
は
、
住
吉
仲
皇
子
を
暗
殺
し
た
刺
領
巾
に
対
し
て
、
主
君
で

あ
る
住
吉
仲
皇
子
へ
の
「
慈
」
な
る
思
い
が
な
い
と
い
っ
て
い
る
）。「
父
慈
」「
子
孝
」

は
、『
礼
記
』「
礼
運
」
に
挙
げ
ら
れ
る
十
の
「
人
義Ｄ
」
の
冒
頭
の
二
つ
と
し

て
連
続
し
て
み
え
る
も
の
で
、
そ
の
よ
う
な
儒
教
的
徳
目
が
、
欽
明
天
皇
の

代
ま
で
に
は
、
百
済
で
は
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
Ｊ
の
記
事
は

示
し
て
い
る
。
儒
教
経
典
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
百
済
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

当
然
の
状
況
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

Ｋ
は
、
讒
言
に
よ
っ
て
謀
反
を
疑
わ
れ
た
蘇
我
倉
山
田
麻
呂
が
、
退
避
先

の
山
田
寺
に
お
い
て
自
決
の
覚
悟
を
述
べ
た
発
言
の
一
部
で
あ
る
。
こ
こ
で

「
孝
」
を
持
ち
出
す
の
は
、
同
じ
く
退
避
し
て
き
て
い
る
我
が
子
（
興
志
）
に
、

自
分
と
と
も
に
自
決
す
る
こ
と
を
促
す
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

こ
に
き
て
、
日
本
で
も
人
倫
一
般
の
徳
目
と
し
て
の
「
孝
」
が
受
容
さ
れ
た
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こ
と
を
示
す
記
事
と
な
っ
て
い
る
。
最
後
の
Ｌ
は
、
見
て
の
と
お
り
人
名
で
、

新
羅
人
の
名
乗
り
で
あ
る
。

　

Ａ
〜
Ｉ
が
こ
と
ご
と
く
天
皇
の
資
質
・
信
条
に
関
す
る
も
の
と
し
て
「
孝
」

が
出
現
し
た
の
に
対
し
、
年
代
的
に
新
し
い
Ｊ
〜
Ｉ
が
、
直
接
に
は
天
皇
の

資
質
・
信
条
と
は
無
関
係
な
も
の
と
し
て
連
続
す
る
と
い
う
の
も
、
な
に
や

ら
象
徴
的
な
現
れ
方
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ど
こ
ま
で
積
極
的
な
構
想
の
力

が
そ
こ
に
働
い
て
い
る
も
の
か
、
い
さ
さ
か
見
極
め
に
く
い
も
の
は
あ
る

（
例
え
ば
、
Ｌ
の
人
名
な
ど
は
、
史
実
と
し
て
そ
の
よ
う
な
名
の
人
物
が
新
羅
使
と
し

て
や
っ
て
き
た
と
し
か
考
え
様
が
な
い
だ
ろ
う
）
が
、
Ｋ
の
よ
う
に
、
臣
下
の
理

念
・
信
条
と
し
て
、
こ
の
位
置
に
初
め
て
「
孝
」
が
話
題
と
な
る
の
は
、
そ

れ
以
前
の
「
孝
」
の
あ
り
方
と
異
な
る
状
況
に
到
っ
た
こ
と
を
示
そ
う
と
し

て
い
る
と
理
解
し
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

見
て
き
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

　
『
日
本
書
紀
』
に
す
べ
て
で
十
二
例
見
え
る
「
孝
」
字
の
用
例
で
あ
る
が
、

登
場
順
に
は
じ
め
の
九
例
ま
で
は
こ
と
ご
と
く
天
皇
の
資
質
・
信
条
に
関
わ

る
も
の
と
し
て
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
前
三
例
は
本
朝
に
元
々
存
在
し
た
理

念
と
し
て
の
「
孝
」
で
あ
っ
た
が
、
後
六
例
、
特
に
「
仁
孝
」
と
あ
る
も
の

は
、
儒
教
思
想
と
の
融
合
を
経
た
も
の
と
し
て
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
最
後

の
三
例
（
特
に
Ｋ
）
に
到
っ
て
「
孝
」
は
天
皇
以
外
に
も
理
念
と
し
て
及
ぶ

よ
う
に
な
っ
て
行
く
。
具
体
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
こ
そ
顕
在
化
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
し
か
し
か
な
り
明
確
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
見
せ
な
が
ら
、

「
孝
」
を
め
ぐ
る
史
的
展
開
が
構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
そ
こ
に
読
み
取
っ

て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

六　

お
わ
り
に

　
『
日
本
書
紀
』
内
部
の
展
開
を
、
さ
ら
に
『
日
本
書
紀
』
が
最
終
的
に
整

え
ら
れ
た
八
世
紀
初
頭
の
「
孝
」
を
め
ぐ
る
状
況
に
連
続
さ
せ
て
み
る
と
、

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
の
冒
頭
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
大
宝
律
令
の
施
行

直
後
か
ら
、「
孝
」
を
重
要
な
理
念
と
し
て
世
に
定
着
さ
せ
る
べ
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
試
み
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
広
く
社
会
に
向
け
「
孝
」
の
有
効
性
を

説
き
、
定
着
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
の
動
き
は
、『
日
本
書
紀
』
に
は
見
え
な

い
。
し
か
し
、『
日
本
書
紀
』
の
内
部
に
、
広
く
官
人
や
民
衆
を
対
象
と
し

た
啓
蒙
を
目
的
と
す
る
動
き
が
、
ま
っ
た
く
記
述
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
聖
徳
太
子
の
憲
法
十
七
条
（
推
古
天
皇
十

二
年
）
や
、
大
化
改
新
に
際
し
て
の
一
連
の
詔
（
大
化
二
年
）
な
ど
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
さ
ま
ざ
ま
な
倫
理
を
説
く
が
、
結
局

そ
れ
ら
は
、「
孝
」
に
言
及
す
る
こ
と
が
な
か
っ
たＥ
。
ま
た
、
持
統
天
皇
三

年
六
月
に
は
、
令
（
浄
御
原
令
）
の
班
賜
も
記
録
さ
れ
る
が
、
大
宝
令
の
と

き
と
は
異
な
り
、「
孝
」
に
関
わ
る
政
策
が
連
動
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

史
実
と
し
て
そ
う
だ
っ
た
の
だ
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
。
し
か
し
、
結

果
と
し
て
『
日
本
書
紀
』
は
、
そ
れ
が
最
終
的
に
整
え
ら
れ
た
時
点
に
お
け

る
現
実
の
「
孝
」
を
め
ぐ
る
状
況
と
は
あ
き
ら
か
に
異
な
る
、
史
的
状
況
と

し
て
は
ま
さ
に
そ
の
前
段
階
の
状
況
に
と
ど
ま
っ
た
、「
孝
」
の
あ
り
様
を

示
す
歴
史
記
述
と
な
っ
て
い
る
。『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
「
孝
」
を
め

ぐ
る
状
況
に
は
、
そ
の
記
述
内
の
最
終
時
点
と
編
纂
当
時
の
現
実
と
の
間
に

も
ま
た
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
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『
日
本
書
紀
』
は
、
も
と
よ
り
日
本
に
お
け
る
「
孝
」
理
念
の
変
遷
を
記

録
す
る
こ
と
自
体
を
目
的
と
し
た
書
で
は
な
い
。
し
か
し
、
八
世
紀
初
頭
の

編
纂
当
時
に
お
い
て
、「
孝
」
の
理
念
の
定
着
が
重
要
課
題
と
し
て
あ
っ
た

状
況
を
背
景
と
し
て
、『
日
本
書
紀
』
は
「
そ
れ
以
前
」
の
あ
り
得
べ
き
展

開
を
構
想
す
る
歴
史
叙
述
と
は
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

注（
１
）　
『
続
日
本
紀
』
の
引
用
は
、
以
下
す
べ
て
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書

店
）
に
よ
る
。

（
２
）　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
脚
注
参
照
。

（
３
）　

令
の
引
用
は
、
日
本
思
想
大
系
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
４
）　

固
有
名
詞
の
例
と
し
て
は
、
文
武
天
皇
四
年
（
七
〇
〇
）
三
月
己
未
（
十
日
）

記
事
（
道
尚
和
尚
伝
）
に
「
孝0

徳
天
皇
」
の
例
が
見
え
る
。
も
っ
と
も
、
孝
徳

と
い
う
漢
風
諡
号
が
文
武
朝
に
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
当
該
の
記
事
を
文

武
天
皇
四
年
当
時
の
文
筆
と
は
考
え
難
い
。

（
５
）　
『
孝
経
』『
韓
詩
外
伝
』『
孝
子
伝
』『
尚
書
』
な
ど
か
ら
、
の
べ
十
六
条
の
記

事
・
事
例
を
引
く
。

（
６
）　

小
島
憲
之
「
上
代
官
人
の
「
あ
や
」
そ
の
一
│
外
来
説
話
類
を
中
心
と
し
て

│
」（
一
九
七
三
年
初
出
、『
万
葉
以
前
│
上
代
び
と
の
表
現
』
岩
波
書
店
、
一

九
八
六
年
）。

（
７
）　

大
館
真
晴
「『
日
本
書
紀
』
に
み
る
綏
靖
天
皇
像
│
「
孝
」
と
い
う
視
点
か

ら
│
」（『
古
事
記
年
報
』
四
四
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
８
）　

小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学　

上
』（
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
）

第
三
編
第
三
章
。
た
だ
し
、『
修
文
殿
御
覧
』
や
『
華
林
偏
略
』
等
に
拠
っ
て

い
る
可
能
性
も
あ
る
か
。

（
９
）　

大
館
真
晴
「
神
武
紀
四
年
二
月
条
に
み
る
皇
祖
天
神
祭
祀
の
記
載
意
図
│

「
大
孝
」・「
郊
祀
」
と
い
う
表
現
を
手
掛
か
り
に
│
」（『
野
州
国
文
学
』
四
四
、

二
〇
〇
三
年
）。

（
10
）　

神
武
紀
の
「
大
孝
」
に
は
、
寛
文
版
本
で
は
オ
ヤ
ニ
シ
タ
カ
フ
コ
ト
、
熱
田

本
で
は
オ
ホ
ヲ
ヤ
ニ
シ
タ
カ
フ
コ
ト
と
そ
れ
ぞ
れ
訓
が
振
ら
れ
て
い
る
。

（
11
）　

注（
７
）・
注（
８
）お
よ
び
注（
12
）の
諸
論
。

（
12
）　

大
館
真
晴
「『
日
本
書
紀
』
に
み
る
仁
徳
天
皇
像
│
「
仁
孝
」
と
い
う
視
点

か
ら
│
」（『
国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要
・
文
学
研
究
科
』
三
四
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
13
）　

十
の
人
義
と
は
、
父
慈

0

0

・
子
孝
0

0

・
兄
良
・
弟
弟
・
夫
義
・
婦
聴
・
長
恵
・
幼

順
・
君
仁
・
臣
忠
。

（
14
）　

憲
法
十
七
条
の
第
一
条
に
「
以p

和
為p

貴
、
無p

忤
為p

宗
。
人
皆
有p

党
。

亦
少w

達
者z

是
以
或
不p

順w

君
父z

乍
違w

于
隣
里z

然
上
和
下
睦
、
詣w

於

論o

事
、
則
事
理
自
通
。
何
事
不p

成
」
と
あ
る
。「
不p

順w

君
父q

」
の
箇
所
に
、

親
に
対
す
る
態
度
へ
の
言
及
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
父
に
順
で
あ

れ
と
諭
す
の
で
は
な
く
、
と
か
く
人
間
は
さ
ま
ざ
ま
な
不
和
を
犯
し
が
ち
な
も

の
で
あ
る
が
、「
以p

和
為p

貴
、
無p

忤
為p

宗
」
と
い
う
倫
理
の
実
践
に
よ
っ

て
、
親
子
関
係
も
含
め
た
人
間
関
係
は
自
然
と
秩
序
あ
る
も
の
に
な
る
、
と
主

張
す
る
。「
孝
」
の
理
念
は
そ
こ
に
は
ま
だ
浮
か
び
上
が
っ
て
い
な
い
。

＊ 

本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
１
５
Ｈ
０
３
１
８
４
の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。


